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未知の連携を形に育てる挑戦

江東区職員が北海道オホーツク管内の自治体を

視察しました＝北海道置戸町立図書館で

Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で
、
は
ね
ぴ
ょ
ん

（一
番
左
）
と
友
好
都
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

共
演
し
ま
し
た

輪

田
区大

未知の連携を形に育てる挑戦未知の連携を形に育てる挑戦

江
東

区

KUCHOKAI328
スタンプ



三
つ
目
の
友
好
都
市
協
定
の
締
結

　
昨
年
11
月
12
日
と
13
日
、
27
回
目
を
迎

え
た
区
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
が
平
和
島
一
帯
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
は「
区
制
70
周
年
！

大
田
の
魅
力
、い
ざ
集
結
!
!
」を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
田
区
公
式
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
は
ね
ぴ
ょ
ん
」
も
登
場
し
、
他

の
友
好
都
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
共
演
し

ま
し
た
。

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
、「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
」

「
交
流
の
輪
」
を
育
む
目
的
で
始
ま
っ
た

区
民
の
手
づ
く
り
の
お
祭
り
。
今
年
も
、

友
好
都
市
の
長
野
県
東と

う

御み

市し

、
秋
田
県
美み

郷さ
と

町ち
ょ
うを

始
め
と
し
て
、
区
と
つ
な
が
り
の

あ
る
全
国
の
地
方
自
治
体
（
東
京
都
府ふ

中ち
ゅ

市う
し

、
同
新に

い
じ
ま
む
ら

島
村
、
秋
田
県
横よ

こ

手て

市し

、
新
潟

県
津つ

南な
ん
ま
ち町

、
北
海
道
檜ひ

山や
ま

広
域
行
政
組
合

な
ど
）
や
、
全
国
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
の

あ
る
自
治
体
関
連
で
10
団
体
が
出
展
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
、
大
田
区
は
初
日
の
12

日
に
宮
城
県
東ひ

が
し
ま
つ
し
ま
し

松
島
市
と
友
好
都
市
提
携

協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
松
島
市
と
の
交
流
は
、
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
被
災
地
支
援
が
き
っ
か
け
で

す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
際
、
大
田
区
は
「
被

災
地
支
援
本
部
」
を
設
置
し
、区
内
団
体
・

区
民
と
の
協
働
に
よ
る
東
松
島
市
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
７
月
に
は
両
区

市
で
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結

し
た
ほ
か
、
大
田
区
か
ら
東
松
島
市
に
職

員
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
文
化
面
で
は
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ

地道に育み腹を割った関係へ発展

　
大
田
区
で
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
﹁
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
﹂
は
、
全
国

か
ら
大
田
区
に
縁
の
あ
る
自
治
体
が
集
結
す
る
お
祭
り
で
す
。
羽
田
空
港
を
起
点

に
全
国
の
地
方
都
市
と
結
ば
れ
て
い
る
国
際
都
市
。
で
も
、そ
ん
な
派
手
な
イ
メ
ー

ジ
と
は
裏
腹
に
、
大
田
区
の
自
治
体
交
流
の
特
徴
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
友
好
都
市

と
地
道
な
関
係
を
積
み
重
ね
て
、
心
の
通
っ
た
関
係
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
堅
実
な

取
り
組
み
で
し
た
。

  

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
に
友
好
都
市
集
結

大田区と東松島市との友好都市提携協定締結式 （中央左が松原忠義大田区長、

その右が阿部秀保東松島市長）
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大田区と東御市は文化交流が盛んです

い
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参
加
や
、
２
０
１
２

（
平
成
24
）
年
５
月
に
は
大
田
区
＆
東
松

島
市
「
絆
」
音
楽
祭
を
開
催
し
、
そ
の
後

も
毎
年
開
催
す
る
な
ど
、
住
民
レ
ベ
ル
で

の
文
化
交
流
も
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

当
初
行
っ
て
き
た
支
援
活
動
の
内
容
も
、

現
在
で
は
地
域
行
事
の
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

支
援
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
友

好
都
市
提
携
協
定
の
締
結
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
東
松
島
市
と
の
交
流
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
両
都
市
は
、
防
災
、
観

光
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
と
す
る
様
々
な
分
野
を
有
機
的
に
結

び
付
け
る
こ
と
で
、
絆
の
樹
を
よ
り
太
い

幹
に
育
て
て
い
こ
う
と
、
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

休
養
村
建
設
を
き
っ
か
け
に

　
大
田
区
は
現
在
、
東
松
島
市
を
含
め
て

３
市
町
と
友
好
都
市
と
し
て
交
流
し
て
い

ま
す
。

　
長
野
県
東
御
市
（
旧
東
部
町
）
と
の
交

流
は
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に
区
民

施
設
（
現
大
田
区
休
養
村
と
う
ぶ
）
の
建

設
用
地
に
決
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

始
ま
り
ま
し
た
。
施
設
建
設
前
の

１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
か
ら
「
巨
峰
の

王
国
ま
つ
り
」と「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」
に
住
民
同
士
が
相
互
に
参
加
し
て

交
流
を
深
め
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年

に
友
好
都
市
提
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　「
休
養
村
と
う
ぶ
」
は
、
北
陸
新
幹
線

上
田
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
で
約
30
分
の
場
所

に
あ
り
、
天
然
温
泉
も
楽
し
め
る
宿
泊
施

設
付
き
の
保
養
施
設
で
す
。
大
田
区
立
小

学
校
の
６
年
生
の
自
然
体
験
活
動
「
移
動

教
室
」
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
御

市
の
「
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
」
に
も
休
養

村
を
利
用
し
、区
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
東と

う
ぶ
ま
ち

部
町
が

北き
た
み
ま
き
む
ら

御
牧
村
と
合
併
し
、
東
御
市
と
な
っ
た

た
め
、
改
め
て
東
御
市
と
友
好
都
市
提
携

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
大
田
区
と
東
御
市
と
は
文
化
交
流
が
盛

ん
で
す
。
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
４
月
、

友
好
都
市
交
流
10
周
年
を
記
念
し
、
大
田

区
立
龍り

ゅ
う
し子

記
念
館
で
、
東
御
市
に
あ
る
梅

野
記
念
絵
画
館
の
特
別
展
を
開
催
。一
方
、

東
御
市
も
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
、

梅
野
記
念
絵
画
館
で
、
大
田
区
在
住
の

書
道
家
・
金
澤
翔
子
氏
の
展
覧
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
区
民
休
養
村

の
建
設
を
き
っ
か
け
に
行
政
同
士
が
着
々

と
交
流
を
進
め
て
き
た
よ
う
に
も
見
え
ま

す
が
、
担
当
者
は
「
始
め
か
ら
順
風
満
帆

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
役
所

の
文
化
や
風
土
が
違
い
ま
す
か
ら
。
最

初
は
お
互
い
侃か

ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
の
議
論
を
交
わ

し
、
よ
う
や
く
腹
を
割
っ
て
話
せ
る
関
係

ま
で
熟
し
て
き
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

「
六
郷
」
つ
な
が
り
で
交
流

　
春
に
は
区
内
10
カ
所
で
、「
大
田
区
子

ど
も
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か

れ
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
多
摩
川
の
六

郷
土
手
の
会
場
に
は
、
秋
田
県
美
郷
町

の
親
子
や
関
係
者
ら
が
参
加
し
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
す
。

　
美
郷
町
と
の
交
流
は
、「
大
田
区
六
郷
」

と
美
郷
町
合
併
前
の
「
旧
六
郷
町
」
の
〝
六

郷
〟
と
い
う
同
じ
地
名
が
縁
で
す
。

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
に
大
田
区
西

六
郷
少
年
少
女
合
唱
団
が
旧
六
郷
町
を

多摩川の六郷土手の

会場ではガーデンパー

ティーが開かれ、 大田区

と美郷町の子どもたちが

ふれあいます

訪
問
し
、
演
奏
会
を
開
い
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

　
こ
う
し
た
住
民
同
士
の
交
流
を
礎
と
し

て
、
美
郷
町
の
子
ど
も
た
ち
が
ガ
ー
デ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
に
、
大
田
区
の
子
ど
も
た
ち
が
雪
体
験

や
竹
う
ち
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
な
ど
交
流

を
深
め
ま
し
た
。美
郷
町
は
２
０
０
４（
平

成
16
）
年
11
月
に
旧
六
郷
町
、
旧

千せ
ん
は
た
ま
ち

畑
町
、
旧
仙
南
村
の
三
つ
の
町
村
が
合

併
し
て
誕
生
。
翌
年
、
大
田
区
と
美
郷
町

が
友
好
都
市
提
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
美
郷
町
は
、「
日
本
酒
乾
杯
条
例
」
を

制
定
す
る
ほ
ど
、
酒
造
り
と
稲
作
が
盛
ん

で
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
に
熱
心
な
自
治
体
で

す
。
同
町
の
中
学
生
は
修
学
旅
行
で
大
田

区
を
訪
れ
る
と
、
蒲
田
駅
西
口
等
で
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
特
産
品
の
配
布
な
ど
、

美
郷
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
大
田
区
民

も
年
１
回
、
農
業
体
験
ツ
ア
ー
で
美
郷
町

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
大
田
区
の
「
六
郷
」
と
、
秋

田
県
の
旧
「
六
郷
町
」
と
の
住
民
の
交
流

が
中
心
で
、
自
治
体
同
士
の
交
流
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
も
の
の
、
数
年
に
亘
る
住
民

同
士
の
地
道
な
交
流
の
積
み
重
ね
が
、
自

治
体
同
士
の
友
好
都
市
提
携
協
定
締
結
へ

と
結
び
付
き
ま
し
た
。
一
言
で
「
友
好
都

市
」
と
言
っ
て
も
、
様
々
な
歴
史
や
背
景

が
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　「
距
離
が
違
え
ば
、
交
流
の
形
も
変
わ

り
ま
す
」
と
担
当
者
は
話
し
ま
す
。
き
っ

か
け
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
お
互

い
の
住
民
や
自
治
体
職
員
な
ど
が
地
道
に

交
流
を
積
み
重
ね
、
腹
を
割
っ
た
話
が
で

き
る
関
係
づ
く
り
が
育
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
関
係
づ
く
り
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
自
治
体
単
独
で

は
解
決
が
難
し
い
課
題
に
連
携
・
協
力
す

る
た
め
の
土
台
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

コース上の 「江戸人」 を探す

まちかどウォーキング

　大田区と川
か わ さ き し

崎市は、２０１３（平成 25）年４月に「大田区と
川崎市との産業連携に関する基本協定」を結び、両者がそれぞ
れの特徴を活かして連携・協力し、地域経済の活性化に寄与す
る事業を行っています。自然、歴史、文化、産業など両者が持
つ地域資源を効果的に活用して相乗効果を高め、新たな集客に
つなげています。
　例えば、旧東海道に関係した取り組みです。２０１７（平成
29）年２月には、「江戸人を探せ！旧東海道まちかどウォーキ
ング」と題してスタンプラリーが行われました。コース上に現
れる「江戸人」を見つけ出し、スタンプを集めながらゴールを
目指します。「おたかわ旧東海道フォトコンテスト」も行われ
ました。川崎市・大田区の旧東海道に関する風景・名所・名物・
人物・町並み・商店街・イベントなどを対象とし、旧東海道の
魅力をとらえた写真が応募されました。
　２０１６（平成 28）年３月には、大田区・川
崎市の両地域に湧く黒褐色の天然温泉「黒湯」
をイメージした「黒湯サイダー」を発売しまし
た。「大田区・川崎市観光まちづくり連携事業
実行委員会」が作った地サイダーです。
　価格は２００円（税込み）。大田区と川崎市
の銭湯などで販売されています。

天然温泉の 「黒湯」

をイメージした黒湯サ

イダー
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大田区と東御市は文化交流が盛んです

い
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参
加
や
、
２
０
１
２

（
平
成
24
）
年
５
月
に
は
大
田
区
＆
東
松

島
市
「
絆
」
音
楽
祭
を
開
催
し
、
そ
の
後

も
毎
年
開
催
す
る
な
ど
、
住
民
レ
ベ
ル
で

の
文
化
交
流
も
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

当
初
行
っ
て
き
た
支
援
活
動
の
内
容
も
、

現
在
で
は
地
域
行
事
の
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

支
援
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
友

好
都
市
提
携
協
定
の
締
結
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
東
松
島
市
と
の
交
流
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
両
都
市
は
、
防
災
、
観

光
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
と
す
る
様
々
な
分
野
を
有
機
的
に
結

び
付
け
る
こ
と
で
、
絆
の
樹
を
よ
り
太
い

幹
に
育
て
て
い
こ
う
と
、
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

休
養
村
建
設
を
き
っ
か
け
に

　
大
田
区
は
現
在
、
東
松
島
市
を
含
め
て

３
市
町
と
友
好
都
市
と
し
て
交
流
し
て
い

ま
す
。

　
長
野
県
東
御
市
（
旧
東
部
町
）
と
の
交

流
は
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に
区
民

施
設
（
現
大
田
区
休
養
村
と
う
ぶ
）
の
建

設
用
地
に
決
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

始
ま
り
ま
し
た
。
施
設
建
設
前
の

１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
か
ら
「
巨
峰
の

王
国
ま
つ
り
」と「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」
に
住
民
同
士
が
相
互
に
参
加
し
て

交
流
を
深
め
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年

に
友
好
都
市
提
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　「
休
養
村
と
う
ぶ
」
は
、
北
陸
新
幹
線

上
田
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
で
約
30
分
の
場
所

に
あ
り
、
天
然
温
泉
も
楽
し
め
る
宿
泊
施

設
付
き
の
保
養
施
設
で
す
。
大
田
区
立
小

学
校
の
６
年
生
の
自
然
体
験
活
動
「
移
動

教
室
」
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
御

市
の
「
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
」
に
も
休
養

村
を
利
用
し
、区
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
東と

う
ぶ
ま
ち

部
町
が

北き
た
み
ま
き
む
ら

御
牧
村
と
合
併
し
、
東
御
市
と
な
っ
た

た
め
、
改
め
て
東
御
市
と
友
好
都
市
提
携

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
大
田
区
と
東
御
市
と
は
文
化
交
流
が
盛

ん
で
す
。
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
４
月
、

友
好
都
市
交
流
10
周
年
を
記
念
し
、
大
田

区
立
龍り

ゅ
う
し子

記
念
館
で
、
東
御
市
に
あ
る
梅

野
記
念
絵
画
館
の
特
別
展
を
開
催
。一
方
、

東
御
市
も
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
、

梅
野
記
念
絵
画
館
で
、
大
田
区
在
住
の

書
道
家
・
金
澤
翔
子
氏
の
展
覧
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
区
民
休
養
村

の
建
設
を
き
っ
か
け
に
行
政
同
士
が
着
々

と
交
流
を
進
め
て
き
た
よ
う
に
も
見
え
ま

す
が
、
担
当
者
は
「
始
め
か
ら
順
風
満
帆

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
役
所

の
文
化
や
風
土
が
違
い
ま
す
か
ら
。
最

初
は
お
互
い
侃か

ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
の
議
論
を
交
わ

し
、
よ
う
や
く
腹
を
割
っ
て
話
せ
る
関
係

ま
で
熟
し
て
き
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

「
六
郷
」
つ
な
が
り
で
交
流

　
春
に
は
区
内
10
カ
所
で
、「
大
田
区
子

ど
も
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か

れ
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
多
摩
川
の
六

郷
土
手
の
会
場
に
は
、
秋
田
県
美
郷
町

の
親
子
や
関
係
者
ら
が
参
加
し
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
す
。

　
美
郷
町
と
の
交
流
は
、「
大
田
区
六
郷
」

と
美
郷
町
合
併
前
の
「
旧
六
郷
町
」
の
〝
六

郷
〟
と
い
う
同
じ
地
名
が
縁
で
す
。

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
に
大
田
区
西

六
郷
少
年
少
女
合
唱
団
が
旧
六
郷
町
を

多摩川の六郷土手の

会場ではガーデンパー

ティーが開かれ、 大田区

と美郷町の子どもたちが

ふれあいます

訪
問
し
、
演
奏
会
を
開
い
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

　
こ
う
し
た
住
民
同
士
の
交
流
を
礎
と
し

て
、
美
郷
町
の
子
ど
も
た
ち
が
ガ
ー
デ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
に
、
大
田
区
の
子
ど
も
た
ち
が
雪
体
験

や
竹
う
ち
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
な
ど
交
流

を
深
め
ま
し
た
。美
郷
町
は
２
０
０
４（
平

成
16
）
年
11
月
に
旧
六
郷
町
、
旧

千せ
ん
は
た
ま
ち

畑
町
、
旧
仙
南
村
の
三
つ
の
町
村
が
合

併
し
て
誕
生
。
翌
年
、
大
田
区
と
美
郷
町

が
友
好
都
市
提
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
美
郷
町
は
、「
日
本
酒
乾
杯
条
例
」
を

制
定
す
る
ほ
ど
、
酒
造
り
と
稲
作
が
盛
ん

で
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
に
熱
心
な
自
治
体
で

す
。
同
町
の
中
学
生
は
修
学
旅
行
で
大
田

区
を
訪
れ
る
と
、
蒲
田
駅
西
口
等
で
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
特
産
品
の
配
布
な
ど
、

美
郷
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
大
田
区
民

も
年
１
回
、
農
業
体
験
ツ
ア
ー
で
美
郷
町

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
大
田
区
の
「
六
郷
」
と
、
秋

田
県
の
旧
「
六
郷
町
」
と
の
住
民
の
交
流

が
中
心
で
、
自
治
体
同
士
の
交
流
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
も
の
の
、
数
年
に
亘
る
住
民

同
士
の
地
道
な
交
流
の
積
み
重
ね
が
、
自

治
体
同
士
の
友
好
都
市
提
携
協
定
締
結
へ

と
結
び
付
き
ま
し
た
。
一
言
で
「
友
好
都

市
」
と
言
っ
て
も
、
様
々
な
歴
史
や
背
景

が
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　「
距
離
が
違
え
ば
、
交
流
の
形
も
変
わ

り
ま
す
」
と
担
当
者
は
話
し
ま
す
。
き
っ

か
け
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
お
互

い
の
住
民
や
自
治
体
職
員
な
ど
が
地
道
に

交
流
を
積
み
重
ね
、
腹
を
割
っ
た
話
が
で

き
る
関
係
づ
く
り
が
育
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
関
係
づ
く
り
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
自
治
体
単
独
で

は
解
決
が
難
し
い
課
題
に
連
携
・
協
力
す

る
た
め
の
土
台
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

コース上の 「江戸人」 を探す

まちかどウォーキング

　大田区と川
か わ さ き し

崎市は、２０１３（平成 25）年４月に「大田区と
川崎市との産業連携に関する基本協定」を結び、両者がそれぞ
れの特徴を活かして連携・協力し、地域経済の活性化に寄与す
る事業を行っています。自然、歴史、文化、産業など両者が持
つ地域資源を効果的に活用して相乗効果を高め、新たな集客に
つなげています。
　例えば、旧東海道に関係した取り組みです。２０１７（平成
29）年２月には、「江戸人を探せ！旧東海道まちかどウォーキ
ング」と題してスタンプラリーが行われました。コース上に現
れる「江戸人」を見つけ出し、スタンプを集めながらゴールを
目指します。「おたかわ旧東海道フォトコンテスト」も行われ
ました。川崎市・大田区の旧東海道に関する風景・名所・名物・
人物・町並み・商店街・イベントなどを対象とし、旧東海道の
魅力をとらえた写真が応募されました。
　２０１６（平成 28）年３月には、大田区・川
崎市の両地域に湧く黒褐色の天然温泉「黒湯」
をイメージした「黒湯サイダー」を発売しまし
た。「大田区・川崎市観光まちづくり連携事業
実行委員会」が作った地サイダーです。
　価格は２００円（税込み）。大田区と川崎市
の銭湯などで販売されています。

天然温泉の 「黒湯」

をイメージした黒湯サ

イダー
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